
熊
本
県
内
に
は
、
未
だ
十
分
な
調
査
研
究
の
さ
れ
て
い
な
い
古
典

籍
や
古
文
書
類
が
数
多
く
残
さ
れ
て
い
る
。
熊
本
県
立
図
書
館
に
寄

贈
さ
れ
て
い
る
木
下
文
庫
も
そ
の
―
つ
で
あ
る
。

木
下
家
の
先
祖
は
加
藤
清
正
時
代
の
刀
エ
、
左
馬
介
清
国
に
遡
る
。

そ
の
後
裔
は
菊
池
と
伊
倉
（
現
玉
名
）
の
両
家
に
分
か
れ
た
が
、
木

下
文
庫
は
こ
の
う
ち
伊
倉
の
木
下
家
、
そ
れ
も
近
代
に
お
け
る
当
主

で
あ
る
初
太
郎
・
助
之
父
子
の
残
し
た
典
籍
・
古
文
書
が
多
く
収
め

ら
れ
て
い
る
。
本
稿
で
取
り
あ
げ
る
『
諸
公
卿
画
讃
帖
』
も
そ
の
蔵

書
の
―
つ
で
あ
る
。
な
お
、
本
書
原
本
に
は
題
名
等
が
存
し
な
い
が
、

ひ
と
ま
ず
熊
本
県
立
大
学
文
学
部
日
本
語
日
本
文
学
科
編
『
熊
本
県

立
図
書
館
蔵
木
下
文
庫
典
籍
分
類
目
録
稿
』
（
平
成
十
七
年
）
で

付
け
ら
れ
た
仮
題
に
従
っ
て
お
く
。

は
じ
め
に

讃

右

同

御

豪

夜
和
歌
絵
合
十
五
番

画
林
丘
寺
緋
宮
御
筆

熊
本
県
立
図
書
館
木
下
文
庫
蔵
『
諸
公
卿
画
讃
帖
』

ー
近
世
前
期
の
歌
仙
画
帖
—
_

嘉
永
四
辛
亥
歳

大
正
七
年
十
月

水
上
家
よ
り
受

贈

木

下

春
一
一
月
吉
祥
日
需

書
誌
と
そ
の
概
要

水
上
蔵

ま
ず
は
本
書
の
書
誌
情
報
を
簡
単
に
記
す
。

番
号
木
下
文
庫
／
モ
キ
ア
四
九
九
／
文
書
／
一
八
ー
四
五

（
ラ
ベ
ル
）

装
頓
折
帖
一
冊
(
-
五
折
）
。

表
紙
金
襴
緞
子
花
菱
模
様
。

書
型
縦
二
三
．

o
e
m
x
横
ニ
―

.oemo

本
書
は
木
製
の
函
に
収
納
さ
れ
る
。
箱
書
き
は
以
下
の
と
お
り
。

〈

上

蓋

表

〉

〈

上

蓋

裏

〉

讃
諸
公
卿
衆
御
豪

昼

六

歌

仙

三

体

画
狩
野
寿
石
籠
跡

堀

内

実

穂

に
つ
い
て
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昼
の
部
I
は、

い
わ
ゆ
る
歌
仙
絵
の
形
態
を
と
っ
て
い
る
。
歌
仙

昼
の
部
ー

こ
の
箱
書
き
に
よ
れ
ば
、
こ
の
本
は
も
と
水
上
家
の
も
の
で
あ
っ

た
が
、
大
正
七
年
十
月
に
木
下
家
へ
寄
贈
さ
れ
た
と
い
う
。
大
正
七

年
時
の
木
下
家
の
当
主
は
木
下
助
之
の
長
男
・
弥
八
郎
で
あ
る
か
ら
、

本
書
は
弥
八
郎
の
代
に
水
上
家
か
ら
譲
り
受
け
た
こ
と
に
な
る
。
木

下
家
と
水
上
家
の
関
わ
り
と
し
て
は
、
弥
八
郎
の
妹
・
祥
が
慶
応
四

年
(
-
八
六
八
）
に
水
上
四
郎
左
衛
門
に
嫁
い
だ
こ
と
が
、
熊
本
県

立
図
書
館
木
下
文
庫
蔵
「
後
年
要
録
』
に
よ
っ
て
知
ら
れ
る
が
、
そ

れ
が
本
書
寄
贈
と
ど
う
い
っ
た
関
わ
り
を
持
つ
の
か
、
詳
細
は
明
ら

か
で
は
な
い
。

次
に
本
書
の
構
成
に
つ
い
て
。
本
書
が
折
帖
で
あ
る
こ
と
は
前
述

の
通
り
で
あ
る
が
、
そ
の
表
裏
両
面
に
色
紙
類
が
貼
り
付
け
ら
れ
て

い
る
た
め
、
オ
モ
テ
面
十
五
折
、
ウ
ラ
面
十
五
折
と
い
う
二
部
構
成

と
な
る
。
箱
書
き
に
よ
れ
ば
、
オ
モ
テ
面
の
方
を
「
昼
」
の
部
と
し
、

ウ
ラ
面
の
方
を
「
夜
」
の
部
と
称
し
て
い
る
。

ま
た
、
「
昼
」
の
部
は
そ
の
形
態
・
内
容
の
違
い
か
ら
、
さ
ら
に

二
つ
に
区
別
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
よ
っ
て
本
稿
で
は
「
昼
の
部
I
」

「
昼
の
部
II
」
「
夜
の
部
」
と
い
う
三
部
構
成
と
し
て
捉
え
、
そ
れ
ぞ

れ
に
つ
い
て
見
て
い
く
。

絵
と
は
、
平
安
時
代
、
紀
貫
之
が
選
ん
だ
六
歌
仙
や
藤
原
公
任
が
選

ん
だ
三
十
六
歌
仙
の
よ
う
に
、
和
歌
に
優
れ
た
歌
人
を
「
歌
仙
」
と

呼
ぶ
が
、
そ
れ
ら
の
肖
像
を
描
い
た
も
の
の
こ
と
。
見
開
き
の
半
面

に
、
絵
師
・
狩
野
寿
石
に
よ
っ
て
描
か
れ
た
、
古
今
集
時
代
の
六
歌

仙
（
僧
正
遍
昭
・
在
原
業
平
・
文
屋
康
秀
・
小
野
小
町
・
喜
撰
法
師
・

大
伴
黒
主
）
、
新
古
今
集
時
代
の
新
六
歌
仙
（
九
条
良
経
・
大
僧
正

慈
鎮
•
藤
原
俊
成
・
西
行
法
師
•
藤
原
定
家
・
藤
原
家
隆
）
の
肖
像

画
（
縦
二

0
.
o
e
m
x
横
一
七
・
九

Cm
、
絹
本
）
、
も
う
半
面
に
、
そ

れ
ぞ
れ
の
歌
人
の
代
表
歌
が
書
か
れ
た
和
歌
色
紙
が
貼
ら
れ
る
。
ま

た
和
歌
色
紙
の
左
側
に
は
、
そ
の
筆
者
名
が
書
か
れ
た
金
色
の
付
箋
、

き
わ
め
ふ
だ

ま
た
右
端
に
は
、
そ
の
筆
者
に
関
す
る
古
筆
家
の
極
札
（
後
述
）
が

貼
ら
れ
て
い
る
（
図
版
1
8
4
参
照
）
。

①
画
者
・
狩
野
寿
石

狩
野
寿
石
は
、
近
匪
前
期
狩
野
派
の
表
絵
師
で
、
字
を
敦
信
と

い
う
。
あ
る
い
は
寿
碩
、
秀
信
、
外
記
と
も
名
乗
る
。
寛
永
十
五
年

(
2
)
 

（
一
六
三
八
）
、
狩
野
永
徳
の
弟
子
・
狩
野
素
川
（
信
政
）
の
子
と
し

て
生
ま
れ
、
京
都
と
江
戸
の
間
を
往
還
、
の
ち
に
浅
草
猿
屋
町
に
屋

で

3
}

敷
を
拝
領
し
、
い
わ
ゆ
る
猿
屋
町
代
地
狩
野
家
の
地
歩
を
固
め
た
。

禁
裡
御
殿
、
仙
洞
御
所
、
江
戸
御
本
丸
、
大
阪
城
、
二
條
城
な
ど
に

作
品
を
残
し
て
い
る
。
享
保
元
年
(
-
七
一
六
）
没
。
享
年
七
十
九
歳
。

昼
の
部
I
の
歌
仙
絵
に
は
、
図
版
5
の
よ
う
な
落
款
（
「
外
記
」
）
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図版2 昼の三折・裏 図版 l 昼の三折・表

図版4 昼の四折・裏 図版3 昼の四折・表
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が
捺
さ
れ
て
い
る
。
中
野
雅
宗
「
日
本
書
画
鑑
定
大
事
典
」
第
一
巻
（
図

書
刊
行
会
・
ニ

0
0
六
年
）
に
は
「
外
記
」
を
含
む
様
々
な
落
款
が

収
載
さ
れ
て
い
る
が
、
「
諸
公
卿
画
讃
帖
」
と
同
一
の
も
の
は
見
受

け
ら
れ
な
い
の
で
、
新
出
か
と
見
ら
れ
る
。

②
和
歌
色
紙
筆
者

極
札
に
記
さ
れ
た
名
前
を
参
考
に
、
和

歌
色
紙
の
筆
者
を
列
記
す
れ
ば
次
の
通
り

で
あ
る
（
番
号
は
便
宜
上
付
し
た
も
の
）
。

ー
・
九
条
兼
晴

2
．
一
条
内
房

3
•

徳
大
寺
公
信

4
・
転
法
輪
公
冨

5
・
大
炊
御
門
経
孝

6
•

久
我
広
通

7
•

菊
亭
公
規

8
・
花
山
院
定
誠

9
・
飛
鳥
井
雅
章

10・

柳
原
資
行

11
・
日
野
弘
資

1
2
・
中
院
通
茂

こ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
、
後
水
尾
院
後
期
の
宮
廷
歌
壇
を
構
成
し
た

公
卿
た
ち
で
あ
る
。
常
識
的
に
考
え
て
、
彼
ら
の
在
世
期
間
が
「
諸

公
卿
画
讃
帖
」
昼
の
部
I
の
成
立
し
た
時
期
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

そ
こ
で
彼
ら
の
生
没
年
を
調
査
し
て
み
る
と
、
一
番
遅
く
生
ま
れ
た

一
条
内
房
が
慶
安
五
年
（
一
六
五
二
）
四
月
十
三
日
の
生
ま
れ
。
ま

5

た
一
番
早
く
没
し
た
久
我
広
通
が
延
宝
二
年
(
-
六
七
四
）
四
月

版図
十
三
日
の
没
。
よ
っ
て
、
昼
の
部
I
の
成
立
は
そ
の
間
と
推
測
さ
れ

る
。
但
し
こ
の
よ
う
な
和
歌
執
筆
依
頼
が
内
房
の
幼
少
の
頃
に
な
さ

れ
る
と
は
考
え
難
い
た
め
、
仮
に
内
房
の
元
服
後
と
す
る
と
、
万
治

三
年
（
一
六
六
0
)
か
ら
延
宝
二
年
の
間
と
考
え
ら
れ
る
。

と
こ
ろ
で
、
先
述
の
よ
う
に
こ
れ
ら
の
公
卿
た
ち
は
当
時
宮
廷

で
盛
ん
に
行
わ
れ
た
歌
会
に
頻
繁
に
出
席
す
る
歌
人
た
ち
で
も
あ
っ

た
。
そ
の
点
に
注
目
し
て
、
さ
ら
に
成
立
年
次
を
絞
り
込
ん
で
み
よ

、つ
資
料
1
は
、
島
原
市
立
図
書
館
松
平
文
庫
に
残
る
豊
富
な
宮
廷
歌

会
資
料
を
活
用
し
て
、
右
記
の
公
卿
た
ち
の
宮
廷
歌
会
出
詠
状
況
を

表
に
し
た
も
の
で
あ
る
。
調
査
対
象
期
間
は
、
先
ほ
ど
見
た
一
条
内

房
と
久
我
広
通
の
生
没
年
を
基
準
と
し
て
慶
安
ー
延
宝
ま
で
と
し

た。
さ
て
、
こ
こ
で
特
筆
す
べ
き
と
こ
ろ
は
、
一
条
内
房
の
歌
会
初
出

年
が
延
宝
元
年
（
一
六
七
三
）
で
あ
る
こ
と
で
あ
る
。
他
の
人
物
が

す
で
に
歌
壇
の
構
成
員
で
あ
っ
た
こ
と
を
考
え
れ
ば
、
内
房
の
場
合
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〈資料 1〉昼の部I 宮廷歌会出詠状況（慶安～延宝）

年 ＇ 
魯 昌 旦 夏 十虐

元年 — 年豆塁元年 — 年 二年元年 至孟 元年 — 年品塁云至塁品岱ほ ~~ 十年年一 ＿年プ年E 至至 年四 五年 六年七年八年

1九条兼晴 00  00  00  00  00  

゜2一条内房 00  00  

゜
00  

3徳大寺公信

゜
00  

゜4転法輪公冨

゜5大炊御門経孝

6久我廣通 00  00  

゜7菊亭公規 00  00  

゜
00  00  00  00  00  00  00  

゜8花山院定誠 00  

゜
00  00  00  00  

゜9飛鳥井雅章 00  

゜
00  00  00  00  00  00  00  00  00  00  00  

゜10柳原資行 00  00  00  00  00  00  00  00  00  00  00  

11日野弘資 00  00  00  00  00  00  00  00  00  00  00  00  

゜゚12中院通茂

゜
00  00  00  00  00  00  00  00  00  00  00  000 

も
い
わ
ば
そ
の
歌
壇
デ
ビ
ュ
ー
を
経
た
あ
と
に
、
本
書
の
執
筆
依
頼

が
な
さ
れ
た
と
考
え
る
の
が
妥
当
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
に
先
述
の
広
通

の
没
年
で
あ
る
延
宝
二
年
と
い
う
下
限
を
加
え
て
考
え
れ
ば
、
昼
の

部
I
の
成
立
は
延
宝
元
年
ー
ニ
年
頃
が
最
も
そ
の
蓋
然
性
が
高
い
と

い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。

③
極
札

和
歌
の
右
上
に
は
そ
れ
ぞ
れ
縦
一
六
．

oem、
横
二

・
O
c
m
の
極

札
が
貼
っ
て
あ
り
、
そ
れ
に
は
和
歌
の
筆
者
と
和
歌
の
最
初
の
五
文

字
、
そ
し
て
「
琴
山
」
の
印
が
捺
し
て
あ
る
。
以
下
、
村
上
翠
亭
・

高
城
弘
一
監
修
「
古
筆
鑑
定
必
携
古
筆
切
と
極
札
」
（
淡
交
社
・

二
0
0
四
年
）
に
よ
り
な
が
ら
、
極
札
に
つ
い
て
解
説
を
加
え
て
お

こ
う
。

こ

ひ

つ

み

極
札
と
は
、
江
戸
時
代
「
古
筆
見
」
と
呼
ば
れ
た
古
筆
鑑
定
家
が

そ
の
鑑
定
結
果
を
記
し
た
鑑
定
書
の
一
っ
で
、
筆
者
名
を
記
載
し
、

証
印
と
し
て
「
極
印
」
を
捺
し
た
、
小
短
冊
状
の
札
で
あ
る
。
多
く

の
極
札
は
、
何
枚
か
貼
り
合
わ
せ
た
厚
手
の
和
紙
を
縦
一
三
．

oem、

横
二
．

oemほ
ど
に
裁
断
し
た
紙
片
で
、
白
紙
も
あ
り
、
装
飾
紙
を

用
い
た
も
の
も
あ
る
。

極
札
に
は
、
鑑
定
し
た
筆
者
名
と
古
筆
の
書
き
出
し
語
句
を
記
し
、

下
方
に
極
印
を
黒
か
朱
で
捺
し
て
い
る
。
裏
面
に
は
何
も
記
さ
な
い

も
の
や
、
目
利
の
年
月
（
干
支
）
や
鑑
定
者
の
私
印
・
台
帳
へ
の
割
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時
代
や
鑑
定
者
に
よ
っ

印
な
ど
が
見
ら
れ
る
が
、
こ
の
記
入
法
は
、

て
も
様
々
で
あ
る
。

江
戸
時
代
の
古
筆
蒐
集
ブ
ー
ム
の
な
か
、
古
筆
の
鑑
定
を
専
業
と

し
た
の
が
古
筆
家
で
あ
る
。
古
筆
家
の
創
設
は
元
和
(
-
六
一
五
S

一
六
二
四
）
の
末
年
の
こ
と
ら
し
い
。
初
代
は
了
佐
で
、
本
家
は

一
三
代
・
了
侶
ま
で
古
箪
鑑
定
を
し
た
。
そ
れ
は
昭
和
二

0
年
ま
で

の
こ
と
で
あ
る
。
分
家
で
は
、
昭
和
八
年
に
一
五
代
・
了
任
が
亡
く

な
る
ま
で
古
筆
鑑
定
が
お
こ
な
わ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
古
筆
本
家
で

代
々
受
け
継
が
れ
て
き
た
極
印
が
、
「
琴
山
」
印
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、
昼
の
部
I
の
極
札
に
も
こ
の
「
琴
山
」
が
捺
さ
れ
て

い
る
が
、
古
筆
家
何
代
目
に
よ
る
極
札
か
は
定
か
で
は
な
い
。
極
札

の
裏
面
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
な
ら
ば
す
ぐ
に
判
明
す
る
こ
と
で
あ

る
が
、
現
状
で
は
不
可
能
で
あ
る
。
し
か
し
、
前
出
の
『
古
筆
鑑
定

必
携
古
筆
切
と
極
札
』

(
1
0
六
頁
＼
―
-
三
頁
）
に
は
、
古
筆

家
歴
代
の
当
主
の
極
札
の
実
例
写
真
が
多
数
掲
載
さ
れ
、
か
つ
そ
の

様
態
や
筆
蹟
の
特
徴
が
詳
し
く
解
説
さ
れ
て
い
る
の
で
、
そ
れ
を
参

考
と
し
な
が
ら
、
昼
の
部
I
に
つ
け
ら
れ

た
極
札
は
古
筆
家
何
代
目
に
よ
る
も
の
か

を
推
測
し
た
い
。

ま
ず
「
琴
山
」
印
の
状
態
に
注
目
し
て

み
よ
う
（
図
版
6
参
照
）
。

「
諸
公
卿
画
讃
帖
」
昼
の
部
I
の
そ
れ
は
、

図版6

外
枠
の
左
上
と
右
下
に
欠
損
が
見
受
け
ら
れ
る
。
こ
れ
と
同
じ
欠
損

は
三
代
・
了
祐
以
降
見
ら
れ
る
。
但
し
二
代
・
了
栄
の
晩
年
に
出
来

た
も
の
を
受
け
継
い
だ
と
も
考
え
ら
れ
る
。

さ
ら
に
四
代
・
了
周
の
頃
に
な
る
と
、
右
と
は
別
に
、
「
琴
山
」

印
の
外
枠
の
右
上
に
も
欠
損
が
で
き
、
そ
れ
が
六
代
・
了
音
、
七
代
・

了
延
の
時
代
に
は
は
っ
き
り
と
し
た
も
の
に
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
ら

か
ら
推
測
す
る
と
、
昼
の
部
ー
の
「
琴
山
」
印
は
二
代
・
了
栄
か
三
代
・

了
祐
、
降
っ
て
も
五
代
・
了
眠
ま
で
の
も
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら

れ
る
。次

に
筆
跡
を
見
て
い
き
た
い
。
「
古
筆
鑑
定
必
携
古
筆
切
と
極

札
』
の
解
説
を
参
考
に
、
二
代
・
了
栄
か
ら
五
代
・
了
眠
の
筆
跡
の

特
徴
を
ま
と
め
る
と
以
下
の
よ
う
に
な
る
。

二
代
・
了
栄
ー
懐
が
広
く
ふ
く
よ
か
な
字
形
（
寸
胴
）
。
横
画
の
収

筆
が
や
や
右
下
が
り
。
筆
線
は
全
体
的
に
や
や
細

め。

三
代
・
了
祐
ー
右
払
い
の
筆
圧
の
か
け
方
。
「
殿
」
の
偏
の
省
略
。

了
栄
よ
り
引
き
締
ま
っ
た
字
形
。
筆
線
は
や
や
太

め。

四
代
・
了
周
ー
堂
々
と
し
た
字
体
。
全
体
と
し
て
丁
寧
。

五
代
・
了
眠
ー
筆
線
に
太
・
細
の
差
が
よ
く
見
ら
れ
る
。
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こ
れ
ら
を
踏
ま
え
、
も
う
い
ち
ど
実
例
写
真
の
筆
跡
と
昼
の
部
ー

の
極
札
の
筆
跡
を
対
照
さ
せ
て
見
る
と
、
二
代
・
了
栄
か
三
代
・
了

祐
の
も
の
に
似
て
い
る
。
し
か
し
、
細
部
に
渡
っ
て
見
る
な
ら
ば
、

「
殿
」
字
の
労
の
切
れ
方
や
バ
ラ
ン
ス
、
ま
た
「
卿
」
の
字
の
中
央

に
あ
る
「
艮
」
の
部
分
を
は
っ
き
り
と
書
く
三
代
・
了
祐
よ
り
は
、

こ
の
部
分
を
く
ず
し
て
書
く
二
代
・
了
栄
の
筆
跡
に
よ
り
近
い
（
図

版

7
参
照
）
。
ま
た
、
解
説
に
よ
れ
ば
三
代
・
了
祐
の
極
札
に
は
雲

母
が
粗
く
撒
か
れ
て
い
る
と
い
う
が
、
昼
の
部
I
の
極
札
に
は
そ
れ

が
見
ら
れ
な
い
。
こ
の
こ
と
も
、
先
の
推
測
を
補
強
す
る
で
あ
ろ
う
。

よ
っ
て
昼
の
部
ー
の
極
札
が
了
栄
に
よ
る
も
の
で
あ
る
と
す
る
な

ら
ば
、
画
・
和
歌
色
紙
と
も
に
了
栄
没
の
延
宝
六
年
（
一
六
七
八
）

(
4
}
 

十
月
八
日
以
前
に
制
作
さ
れ
、
了
栄
に
よ
る
鑑
定
を
経
た
も
の
で

あ
っ
た
こ
と
に
な
る
。
ま
た
、
こ
の
結
論
は
①
②
の
考
証
と
も
矛
盾

を
来
さ
な
い
。

以
上
、
昼
の
部
ー
に
つ
い
て
見
て
き
た
が
、
こ
の
時
代
、
主
と
し

て
大
名
や
幕
閣
の
要
望
で
、
三
十
六
歌
仙
や
百
人
一
首
な
ど
の
歌
仙

絵
が
数
多
く
制
作
さ
れ
、
そ
の
中
で
宮
廷
歌
人
が
和
歌
書
き
を
担
当

し
て
い
る
も
の
も
数
多
く
伝
存
す
る
。
嫁
入
り
本
な
ど
と
し
て
、
贈

図版7

答
用
に
椿
え
ら
れ
て
い
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
近
世
初
期
に
お
け
る
歌

仙
画
帖
の
盛
行
に
つ
い
て
、
松
島
仁
「
初
期
江
戸
狩
野
派
の
歌
仙
画

帖
ー
探
幽
、
安
信
を
中
心
に
ー
」
（
「
国
華
』
第
―
二
九
八
号
、
平
成

十
五
年
十
二
月
）
で
は
、
次
の
よ
う
に
箇
条
書
き
に
し
て
ま
と
め
て

お
ら
れ
る
。
特
に
重
要
と
思
わ
れ
る
そ
の
後
半
部
の
み
抜
き
書
き
し

て
お
こ
う
（
旧
漢
字
は
新
字
体
に
改
め
た
）
。

④
和
歌
文
学
の
復
興
を
背
景
に
、
江
戸
時
代
初
期
、
当
時
顕
彰
ム
ー

ド
の
高
ま
っ
て
い
た
藤
原
定
家
関
連
の
主
題
を
中
心
に
、
『
百

人
一
首
』
も
含
む
多
く
の
歌
仙
絵
や
歌
絵
が
創
造
・
復
興
さ
れ

た、

⑤
そ
の
際
、
そ
れ
ら
新
し
い
和
歌
主
題
の
絵
画
は
多
く
画
帖
に
描

か
れ
た
が
、
こ
の
画
帖
こ
そ
は
近
世
に
入
り
、
絵
巻
に
代
わ
っ

て
盛
行
し
た
新
し
い
画
面
形
式
で
あ
っ
た
、

⑥
そ
れ
ら
新
し
い
主
題
の
歌
仙
画
帖
は
、
探
幽
以
下
の
江
戸
狩
野

派
に
よ
る
新
し
い
や
ま
と
絵
様
式
に
よ
っ
て
描
か
れ
て
い
る
、

⑦
そ
う
し
た
歌
仙
画
帖
は
、
〈
古
典
〉
的
文
化
の
荷
担
者
で
あ
っ

た
京
都
の
公
卿
・
門
跡
衆
に
よ
る
和
歌
書
も
伴
っ
て
い
た
、

⑧
一
方
、
そ
の
よ
う
な
作
品
を
享
受
し
た
の
は
、
主
と
し
て
独
自

の
〈
古
典
〉
的
文
化
を
保
持
し
た
い
と
願
っ
た
将
軍
や
大
名
以

下
の
上
級
武
家
で
あ
っ
た
、

す
な
わ
ち
、
宮
廷
に
お
け
る
和
歌
文
学
の
復
興
、
武
家
階
級
の
文
化

的
台
頭
、
江
戸
狩
野
派
の
展
開
な
ど
の
諸
要
因
が
複
雑
に
絡
ま
っ
て
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昼
の
部

"1

い
る
と
見
る
も
の
で
あ
り
、
要
を
得
た
説
明
と
思
わ
れ
る
。

松
島
氏
も
右
記
の
論
考
の
中
で
詳
し
い
調
査
報
告
を
し
て
お
ら
れ

る
が
、
歌
仙
画
帖
の
身
近
な
例
と
し
て
は
、
八
代
市
立
博
物
館
未
来

の
森
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
松
井
文
庫
所
蔵
の
「
小
倉
山
荘
色
紙
和
埒
』
が

あ
る
。本

書
は
百
人
一
首
画
讃
帖
で
、
和
歌
色
紙
の
部
分
は
、
鷹
司
房
輔

を
は
じ
め
と
す
る
五
十
名
の
公
卿
、
親
王
ら
が
各
二
首
ず
つ
を
書
き
、

画
の
部
分
は
狩
野
安
信
、
狩
野
時
信
、
狩
野
益
信
、
狩
野
常
信
ら
が

二
十
五
図
ず
つ
を
描
い
て
い
る
。
ま
た
、
本
画
帖
に
は
和
歌
色
紙
の

筆
者
名
を
記
し
た
目
録
が
付
属
し
て
お
り
、
飛
鳥
井
雅
章
に
よ
る
そ

の
奥
書
に
よ
れ
ば
、
当
時
の
幕
府
大
老
・
酒
井
忠
清
の
求
め
に
応
じ

て
制
作
さ
れ
、
寛
文
十
年
(
-
六
七

0
)
三
月
中
旬
に
完
成
し
た
も

の
と
い
う
。
酒
井
忠
清
が
制
作
さ
せ
た
こ
の
作
品
が
松
井
家
に
伝
来

し
た
経
緯
は
分
か
っ
て
い
な
い
ら
し
い
。

本
書
を
実
見
し
た
と
こ
ろ
、
そ
の
制
作
に
参
加
し
た
メ
ン
バ
ー
の

顔
ぶ
れ
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
そ
の
装
帳
の
豪
華
さ
は
、
本
稿
で
扱
っ

て
い
る
『
諸
公
卿
画
讃
帖
』
の
数
段
上
を
ゆ
く
。
と
も
あ
れ
『
諸
公

卿
画
讃
帖
』
も
、
そ
の
よ
う
な
近
世
前
期
文
化
史
が
生
ん
だ
遺
物
の

一
っ
と
し
て
位
置
付
け
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
。

昼
の
部
II
は
昼
の
部
ー
に
続
い
て
、
『
諸
公
卿
画
讃
帖
』
オ
モ
テ

面
を
構
成
す
る
も
の
で
あ
る
。
そ
こ
に
は
三
折
に
渡
っ
て
、
新
古
今

時
代
の
新
六
歌
仙
の
和
歌
が
書
か
れ
た
色
紙
（
縦
一
九
・
五

cmx
横

一
七
・
五

cm)
が
貼
っ
て
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
色
紙
の
右
上
に
、
そ

の
筆
者
の
姓
名
お
よ
び
当
時
の
官
職
の
記
さ
れ
た
付
箋
（
縦
九
・
一

c
m
x横
二
•
O
c
m
)が
貼
ら
れ
て
い
る
。
歌
仙
絵
、
古
筆
極
札
は
な

い
（
図
版
8
、
9
参
照
）
。

付
箋
の
記
載
を
そ
の
ま
ま
列
記
す
れ
ば
次
の
よ
う
に
な
る

は
昼
の
部
I
か
ら
の
通
し
番
号
）
。

1
3
•久
我
大
納
言
惟
通

14
．
万
里
小
路
中
納
言
尚
房

15
．
今
出
川
中
納
言
公
詮

16
・
冷
泉
中
納
言
為
絹

17
・
園
中
納
言
基
香

18
・
花
山
院
中
納
言
常
雅

以
上
六
人
の
公
卿
の
官
職
に
注
目
し
て
、
昼
の
部
II
が
執
筆
さ
れ

た
時
代
を
絞
り
込
ん
で
み
よ
う
。

そ
こ
で
『
公
卿
補
任
』
を
利
用
し
、
付
箋
に
記
さ
れ
た
官
職
と
合

致
す
る
年
代
を
割
り
出
す
と
、
享
保
二
年
(
-
七
一
七
）
が
そ
の
条

、、

件
に
近
い
。
該
当
者
の
み
抜
き
出
し
て
左
に
記
載
す
る
。

（
番
号
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図版9 昼の十四折・表 図版8 昼の十三折・裏

す
な
わ
ち
、
こ
の
前
年
で
あ
る
享
保
元
年
に
は
園
基
香
は
ま
だ
中

納
言
の
位
に
就
い
て
お
ら
ず
、
享
保
二
年
十
二
月
八
日
に
着
任
。
但

し
同
年
二
月
二
日
に
冷
泉
為
綱
は
中
納
言
の
位
を
退
い
て
い
る
の

で
、
厳
密
に
言
え
ば
、
こ
れ
ら
す
べ
て
の
官
職
を
満
た
す
期
間
は
存

在
し
な
い
こ
と
に
な
る
。
先
ほ
ど
「
近
い
」
と
表
現
し
た
の
は
そ
の

た
め
で
あ
る
が
、
い
ず
れ
に
し
ろ
享
保
―
―
り
三
年
の
間
が
最
も
そ
の

蓋
然
性
が
高
い
と
言
う
こ
と
は
許
さ
れ
よ
う
。

権
大
納
言

権
中
納
言

従
三
位

従
二
位

従
二
位

正
三
位

園

源
惟
通

同
（
藤
）
為
綱

万
里
小
路
同
（
藤
）
尚
房

同
（
藤
）
常
雅

同
（
藤
）
公
詮

同
（
藤
）
基
香

今
出
川

花
山
院

上
冷
泉

久
我
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林
丘
寺
光
子
内
親
王
（
法
名
玄
瑶
。
母
逢
春
門
院
）

夜
の
部
は
、
「
諸
公
卿
画
讃
帖
」
ウ
ラ
面
を
構
成
す
る
も
の
で
あ
る
。

形
態
と
し
て
は
、
見
開
き
の
半
面
に
、
定
家
ほ
か
新
古
今
時
代
の
歌

人
の
和
歌
が
書
か
れ
た
色
紙
（
縦
一
六
・
三

C
m
x
横
一
五
・
三

cm)
、

も
う
半
面
に
、
そ
の
和
歌
の
内
容
に
見
合
っ
た
四
季
折
々
の
風
景
を

描
い
た
淡
彩
画
（
縦
一
六
・
―
―

-cmx
横
一
五
・
三

Cm)

が
貼
ら
れ
て
い

る
。
和
歌
色
紙
の
右
端
に
は
、
昼
の
部
I
と
同
じ
く
、
筆
者
名
の
姓

お
よ
び
官
職
が
記
さ
れ
た
金
色
の
付
箋
が
あ
る
が
、
古
筆
極
札
は
な

い
（
図
版
1
0
i
1
3
参
照
）
。

①
画
者
・
林
丘
寺
緋
宮

一
折
目
ウ
ラ
の
風
景
画
に
の
み
、
そ
の
右
側
に
、
他
の
和
歌
色
紙

と
同
じ
く
金
色
の
付
箋
が
つ
い
て
い
る
が
、
そ
れ
に
よ
れ
ば
、
画
は

「
林
丘
寺
緋
宮
」
に
よ
っ
て
描
か
れ
た
も
の
で
あ
る
と
い
う
。

林
丘
寺
と
は
、
「
音
羽
御
所
」
と
も
呼
ば
れ
、
後
水
尾
天
皇
の
第

八
皇
女
緋
宮
光
子
内
親
王
が
、
洛
北
修
学
院
離
宮
内
に
敷
地
を
賜
り

開
い
た
寺
院
。
光
子
内
親
王
に
つ
い
て
、
皇
族
の
系
譜
で
あ
る
『
本

朝
皇
胤
紹
運
録
」
（
「
新
校
群
書
類
従
」
第
六
0
巻
所
収
）
に
は
次
の

よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。

四

夜

の

部

寛
永
十
一
年
七
月
一
日
誕
生
。
称
朱
宮
。
延
宝
八
年
九
月
十
九

日
落
飾
。
四
十
七
。
依
父
帝
崩
也
。
戒
師
天
籠
寺
天
外
長
老
。

天
和
二
年
於
修
学
寺
村
建
立
観
音
堂
。
号
聖
明
山
林
丘
寺
。
享

保
十
二
年
十
月
五
日
甍
。
九
十
四
。
十
七
日
葬
子
一
乗
寺
村
葉

山
。
号
普
明
院
宮
。

こ
れ
に
よ
れ
ば
、
林
丘
寺
光
子
内
親
王
は
、
寛
永
十
一
年

（
一
六
三
四
）
七
月
一
日
に
後
水
尾
天
皇
の
第
八
皇
女
と
し
て
誕
生
。

朱
宮
と
称
し
た
。
母
は
逢
春
門
院
。
後
水
尾
院
の
崩
御
を
機
に
延
宝

八
年
（
一
六
八
0
)
九
月
十
九
日
、
天
龍
寺
天
外
長
老
の
も
と
で
落

飾
し
、
玄
瑶
と
号
し
た
。
天
和
二
年
（
一
六
八
二
）
に
は
先
述
の
よ

う
に
修
学
院
内
に
林
丘
寺
を
建
立
。
享
保
十
二
年
（
一
七
二
七
）
十

月
五
日
、
九
十
四
オ
で
甍
じ
、
普
明
院
宮
と
号
し
た
と
い
う
。

光
子
内
親
王
の
画
業
は
少
し
く
知
ら
れ
て
い
る
よ
う
だ
。
例
え
ば

鏑
木
有
子
「
光
子
内
親
王
の
作
品
に
つ
い
て
ー
林
丘
寺
蔵
掛
花
図
屏

風
を
中
心
に
ー
」
（
「
美
術
史
研
究
」
第
二

0
冊
、
一
九
八
三
年
）
に

よ
れ
ば
、
後
水
尾
院
在
世
の
頃
か
ら
文
芸
、
絵
画
を
好
み
、
二
代
池

坊
専
好
か
ら
手
ほ
ど
き
を
受
け
て
掛
花
に
す
ぐ
れ
て
い
た
と
い
う
。

天
和
二
年
（
一
六
八
二
）
林
丘
寺
に
入
っ
て
か
ら
は
、
高
泉
を
は
じ

め
と
す
る
黄
槃
僧
た
ち
と
の
交
流
は
あ
っ
た
も
の
の
、
公
式
の
席
に

出
る
こ
と
は
さ
け
、
林
丘
寺
の
な
か
で
ひ
っ
そ
り
と
、
み
ず
か
ら
の

好
み
に
よ
る
作
画
、
作
仏
な
ど
に
毎
日
を
過
ご
し
た
と
伝
え
ら
れ
る
。
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ま
た
パ
ト
リ
シ
ア
・
フ
ィ
ス
タ
ー
「
近
世
の
女
性
画
家
た
ち
」
（
中

央
公
論
社
・
一
九
九
三
年
）
に
よ
れ
ば
、
光
子
内
親
王
は
若
い
う
ち

か
ら
父
親
で
あ
る
後
水
尾
天
皇
の
影
響
で
、
仏
教
に
魅
了
さ
れ
て
お

り
、
現
存
の
作
品
か
ら
判
断
し
て
多
作
の
画
者
で
あ
っ
た
。
彼
女
は
、

専
門
の
画
家
で
あ
る
狩
野
安
信
の
も
と
で
学
び
、
絵
は
宗
教
的
献
身

の
み
で
は
な
く
、
趣
味
的
要
素
の
濃
い
も
の
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

多
く
が
寺
院
の
収
蔵
品
と
し
て
遺
っ
て
お
り
、
そ
れ
ら
は
お
そ
ら
く

賜
品
と
し
て
献
呈
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
、
観
音
像
を
専
ら
と
し
て
い

た
。
人
々
の
求
め
に
応
じ
て
描
い
た
観
音
図
の
数
は
、
千
余
幅
に
も

及
ん
だ
と
考
え
ら
れ
る
、
と
い
う
。

と
こ
ろ
で
鏑
木
氏
に
よ
れ
ば
、
光
子
内
親
王
の
作
品
に
は
「
庄
穎
」
、

「
元
瑶
之
印
」
の
印
章
が
あ
る
も
の
と
な
い
も
の
が
あ
る
と
い
う
。
『
諸

公
卿
画
讃
帖
』
夜
の
部
の
画
に
印
章
は
確
認
で
き
な
い
の
で
、
こ
れ

が
光
子
内
親
王
の
筆
に
よ
る
も
の
と
確
定
し
て
よ
い
か
は
こ
の
時
点

で
は
判
断
で
き
な
い
が
、
鏑
木
氏
は
光
子
内
親
王
の
筆
づ
か
い
の
特

徴
を
三
点
あ
げ
て
お
ら
れ
る
の
で
、
参
考
ま
で
に
紹
介
し
て
お
く
。

・
て
い
ね
い
で
は
あ
る
が
、
筆
勢
が
感
じ
ら
れ
な
い
。

・
運
筆
が
ゆ
る
や
か
で
、
あ
る
程
度
の
墨
を
含
ん
だ
幅
の
あ
る
線

に
な
る
と
ぎ
こ
ち
な
さ
が
め
だ
っ
゜

・
筆
の
入
れ
方
と
抜
き
方
が
あ
い
ま
い
で
あ
る
。

仏
画
が
多
い
と
い
う
そ
の
画
業
の
特
徴
か
ら
す
れ
ば
、
本
作
品
は
や

や
少
な
い
部
類
に
入
れ
ら
れ
る
の
か
も
し
れ
な
い
が
、
後
考
を
待
っ
゜

図版 11 夜の三折・表 図版 10 夜の二折・裏
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②
和
歌
色
紙
筆
者

夜
の
部
に
は
一
五
枚
の
和
歌
色
紙
が
貼
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
右
端

に
は
先
述
の
通
り
筆
者
に
関
す
る
情
報
が
付
箋
と
し
て
貼
ら
れ
て
い

る
が
、
し
か
し
そ
こ
に
は
公
卿
の
姓
と
官
職
、
ま
た
は
親
王
の
宮
名

の
み
し
か
書
か
れ
て
い
な
い
の
で
、
そ
の
特
定
を
行
わ
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。

付
箋
の
記
載
を
そ
の
ま
ま
列
記
す
れ
ば
次
の
よ
う
に
な
る
（
番
号

は
昼
の
部
I
.
I
I
か
ら
の
通
し
番
号
）
。

19
．
一
条
前
関
白

20
・
鷹
司
左
大
臣

21
・
近
衛
内
大
臣

22
・
九
条
左
大
将

23.
―
一
条
大
納
言

24
・
大
炊
御
門
右
大
臣

25
・
花
山
院
前
内
大
臣

26
．
園
儀
同
三
司

2
7
•久
我
大
納
言

28
・
中
御
門
大
納
言

29
．
甘
露
寺
大
納
言

30
・
兵
部
卿
宮

31
・
曼
珠
院
宮
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ま
ず
は
3
0
S
3
3
の
親
王
の
特
定
を
行
う
。
「
本
朝
皇
胤
紹
運
録
』
（
前

出
）
、
『
門
跡
伝
』
（
弘
化
二
年
刊
）
に
よ
っ
て
調
査
す
る
と
、
江
戸

前
期
在
世
の
兵
部
卿
宮
・
曼
殊
院
宮
・
青
蓮
院
宮
・
妙
法
院
宮
は
、

順
に
幸
仁
親
王
・
良
尚
法
親
王
・
尊
證
法
親
王
・
尭
恕
法
親
王
で
あ

る
こ
と
が
分
か
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
親
王
に
つ
い
て
、
生
没
年
を
中
心

に
簡
単
に
紹
介
し
て
お
く
。

幸
仁
親
王
（
兵
部
卿
宮
）
後
西
天
皇
第
二
皇
子
。
明
暦
二
年

（
一
六
五
六
）
三
月
十
五
日
生
、
元
禄
十
二
年
（
一
六
九
九
）

七
月
十
三
日
没
。

良
尚
法
親
王
（
曼
殊
院
宮
）
八
条
宮
智
仁
親
王
第
二
王
子
、
後

水
尾
天
皇
猶
子
。
元
和
八
年
(
-
六
二
二
）
十
二
月
十
六
日
生
、

元
禄
六
年
（
一
六
九
三
）
七
月
五
日
没
。

尊
證
法
親
王
（
青
蓮
院
宮
）
後
水
尾
天
皇
第
一
七
皇
子
。
慶
安

四
年
（
一
六
五
一
）
二
月
十
日
生
、
元
禄
七
年
（
一
六
九
四
）

十
月
五
日
没
。

尭
恕
法
親
王
（
妙
法
院
宮
）
後
水
尾
天
皇
第
十
皇
子
。
寛

永
十
七
年
（
一
六
四

0
)
十
月
十
六
日
生
、
元
禄
八
年

（
一
六
九
五
）
四
月
十
六
日
没
。

3
2
•青
蓮
院
宮

3
3
．
妙
法
院
宮

前
右
大
臣

左
大
臣

右
大
臣

内
大
臣

権
大
納
言

正

二

位

同

（

藤

）

兼

熙

[
正
二
位
]
大
炊
御
門
同
（
藤
）
経
光

従

二

位

同

（

藤

）

家

熙

正

二

位

同

（

藤

）

資

熙

従

二

位

同

（

藤

）

方

長

源
通
誠

藤
輔
実

同
（
藤
）
綱
平

同
（
藤
）
冬
経

正
二
位

一
條

―一條
九
条

久
我

甘
露
寺

中
御
門

近
衛

鷹
司

次
に
公
卿
の
特
定
を
行
う
。
注
目
す
べ
き
も
の
と
し
て
、

19
「一

条
前
関
白
」
の
記
述
が
あ
る
。
一
条
姓
で
、
一
七

0
0
年
前
後
に
関

白
の
地
位
を
退
い
た
人
物
に
当
た
り
を
つ
け
て
『
公
卿
補
任
』
を
検

索
す
る
と
、
天
和
一
一
年
（
一
六
八
二
）
二
月
二
十
四
日
＼
元
禄
三
年

（
一
六
九

0
)
正
月
十
三
日
ま
で
の
関
白
と
し
て
在
位
し
て
い
た
一

条
冬
経
（
昼
の
部
I
に
出
て
い
た
一
条
内
房
と
同
一
人
物
）
が
浮
か

び
上
が
る
。
し
た
が
っ
て
夜
の
部
の
和
歌
色
紙
が
制
作
さ
れ
た
の
は
、

こ
の
元
禄
三
年
正
月
十
三
日
以
後
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

そ
こ
で
、
元
禄
三
年
以
降
で
、
付
箋
と
合
致
す
る
年
代
を
再
度
調

査
し
た
と
こ
ろ
、
元
禄
四

i
五
年
の
み
が
、
右
の
諸
公
卿
の
官
職
の

記
載
を
満
た
す
年
代
と
い
う
こ
と
が
判
明
し
た
。
該
当
者
の
み
抜
き

出
し
て
左
に
記
載
す
る
。
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む
す
び

こ
の
う
ち
、
大
炊
御
門
経
光
が
元
禄
五
年
十
二
月
十
三
日
に
右
大

臣
を
辞
し
て
い
る
か
ら
、
先
に
見
た
上
限
を
勘
案
す
れ
ば
、
夜
の
部

の
和
歌
色
紙
が
制
作
さ
れ
た
の
は
、
元
禄
三
年
か
ら
元
禄
五
年
ま
で

の
間
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
そ
し
て
こ
れ
は
光
子
内
親
王
、

諸
親
王
の
生
没
年
と
も
矛
盾
を
来
さ
な
い
。

以
上
の
考
証
を
整
理
す
れ
ば
、
昼
の
部

I
の
成
立
が
延
宝
元

年
（
一
六
七
三
）
ー
同
一
一
年
頃
。
昼
の
部

II
の
成
立
が
享
保
二

年
(
-
七
一
七
）
ー
同
一
一
一
年
頃
。
夜
の
部
の
成
立
が
元
禄
三
年

（
一
六
九

0
)
-
同
五
年
頃
と
な
る
。
そ
し
て
こ
れ
ら
の
各
部
位
が

『
諸
公
卿
画
讃
帖
』
と
い
う
―
つ
の
画
帖
と
し
て
仕
立
て
ら
れ
た
の

は
、
三
つ
の
中
で
最
も
成
立
時
期
の
遅
い
、
昼
の
部
II
の
享
保
二
、
三

年
頃
が
そ
の
上
限
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、
本
書
は
ま
ず
オ
モ
テ
面
の
昼
の
部
I
、
次
に
ウ
ラ
面

の
夜
の
部
、
最
後
に
ま
た
オ
モ
テ
面
の
昼
の
部
II
と
い
う
順
で
制
作

さ
れ
た
こ
と
に
な
り
、
そ
の
制
作
年
代
は
延
宝
元
年

i
享
保
二
年
ま

で
と
い
う
四
十
年
以
上
の
幅
が
存
在
す
る
こ
と
に
な
る
が
、
ど
う
し

前
内
大
臣
〔
正
二
位
〕
花
山
院

准

大

臣

従

一

位

園

同
（
藤
）
定
誠

同
（
藤
）
基
福

お
よ
び

5
 

4
 

3
 

『
武
家
の
婚
礼

て
こ
の
よ
う
な
こ
と
が
起
こ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
そ
の
は
っ
き
り

し
た
理
由
は
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
一
っ
考
え
ら
れ
る
の
は
、
江
戸

時
代
の
古
美
術
商
な
ど
が
、
そ
れ
ぞ
れ
時
代
も
目
的
も
別
々
に
招
え

ら
れ
て
い
た
画
帖
類
を
再
編
集
し
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
箱
書
き

に
よ
れ
ば
嘉
永
四
年
(
-
八
五
一
）
に
水
上
氏
が
こ
れ
を
求
め
て
い

る
か
ら
、
少
な
く
と
も
そ
れ
以
前
に
そ
れ
は
行
わ
れ
た
こ
と
に
な
る
。

と
は
い
え
、
こ
れ
は
あ
く
ま
で
も
推
測
で
あ
る
。
こ
の
本
が
誰
の

要
望
で
作
成
さ
れ
た
の
か
、
ま
た
こ
の
本
が
水
上
家
か
ら
木
下
家
へ

贈
ら
れ
た
経
緯
な
ど
は
今
後
の
調
査
に
期
す
こ
と
と
し
た
い
。

森
暢
『
歌
合
絵
の
研
究
歌
仙
絵
」
（
角
川
書
店
・
一
九
七
八
年
）
、

森
暢
『
歌
仙
絵
百
人
一
首
絵
』
（
角
川
書
店
・
一
九
八
一
年
）
参
照
。

生
没
年
は
中
野
雅
宗
編
『
日
本
書
画
鑑
定
大
事
典
」
（
国
書
刊

行
会
・
ニ

0
0
六
年
）
に
よ
る
。
但
し
武
田
恒
夫
『
狩
野
派
絵
画
史
」

（
吉
川
弘
文
館
・
一
九
九
五
年
）
に
は
一
六
四
四

i
一
七
一
八
と

あ
る
。

2
 

ー

朝
岡
興
禎
編
『
古
画
備
考
』
巻
四
0
「
狩
野
門
人
譜
」
に
よ
る
。

小
松
茂
美
編
『
古
筆
学
大
成
」
第
二
九
論
文

1

（
講
談
社
・

一
九
九
三
年
）
二
六
八
頁
。

八
代
市
立
博
物
館
未
来
の
森
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

注
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ー
八
代
•
松
井
家
の
お
嫁
入
り
ー
』
（
秋
季
特
別
展
覧
会
図
録
、

二
0
0
四
年
）
。
な
お
松
島
氏
論
考
参
照
。

〈
謝
辞
〉

本
研
究
は
、
平
成
十
七
年
度
・
熊
本
県
立
大
学
後
援
会
自
主
研
究

事
業
の
一
環
と
し
て
始
め
ら
れ
た
も
の
で
あ
り
、
川
平
敏
文
先
生
を

は
じ
め
と
す
る
諸
先
生
方
、
学
部
生
の
協
力
を
得
て
進
め
ら
れ
ま
し

た
。
ま
た
稿
を
ま
と
め
る
に
当
た
っ
て
は
、
八
代
市
立
博
物
館
未
来

の
森
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
の
山
崎
摂
氏
、
玉
名
市
立
歴
史
博
物
館
の
村
上

晶
子
氏
に
多
く
の
御
教
示
を
得
ま
し
た
。
記
し
て
感
謝
申
し
上
げ
ま

す。
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